
出展技術の分類

技術名称 　高規格刃金土（ため池適用型） 担当部署 九州支店

NETIS登録番号 　－ 担当者 　田﨑 祐二

社名等 　西武建設株式会社 電話番号 　０９２－４１１－５２２１

技術の概要

安全・防災　　 インフラDX　 　 維持管理　  　 環境　　コスト　　品質　 　　　（該当分類に〇を付記）

ため池の遮水材として使用される天然の刃金土が全国的に不足しており、ため池改修工事において問
題となっております。また、砕石を製造する過程で脱水ケーキと呼ばれる副産物が発生します。この脱水
ケーキの利用用途がなく、活用先の検討がなされています。我々は、上記の問題を解決するため、脱水
ケーキを用いた「高規格刃金土」の開発をしました。

母材（砂＋脱水土等）にベントナイトを撹拌混合して製造した高規格刃金土を用いた改修工法として、鉛
直遮水壁工法ならびに薄層段切り工法を提案します。
１）鉛直遮水壁工法
　グラウチングによる遮水ゾーンの改修の代替え工法である。先行掘削、函体打ち込み、高規格刃金土
の投入、締固めを経て鉛直遮水壁の造成を図る工法。パイピング箇所の止水などの部分的な改修への
対応が可能。
２）薄層段切り工法
　前刃金工法の代替え工法であり、遮水性を高めた人工刃金土を用いることで遮水層の薄層化を実
現。

１．技術開発の背景及び契機
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３．技術の効果

高規格刃金土は天然の刃金土と比べて遮水性能が高く、施工性にも優れています。また、使用量に応じ
て製造可能のため安定的に現場へ供給することが可能です。
１）鉛直遮水壁工法
　部分的な改修に対応できるとともに、改修時に発生する掘削土量を大幅に削減。
２）薄層段切り工法
　薄層化により、コスト・工期を短縮。施工下地の不陸状況にも追従。

４．技術の適用範囲

農業用ため池の改修工法

２．技術の内容

５．活用実績

H30～R2農林水産省官民連携新技術開発事業成果工法
【ため池改修工事】
埼玉県鳩山町
埼玉県吉見町
福島県いわき市
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